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二
〇
一
〇
年
八
月

お
は
な
し

鬼
に
ひ
と
呑
み
に
さ
れ
た
一
寸
法
師
。
あ
わ
や
こ
れ
ま
で
か
と
思
い
き

や
、
鬼
の
腹
の
中
を
原
爆
瓦
で
ゴ
リ
ゴ
リ
こ
す
っ
て
大
暴
れ
、
鬼
は
痛
み
の
あ
ま
り

七
転
八
倒
…
…
。
井
上
ひ
さ
し
の
戯
曲
『
父
と
暮
せ
ば
』（
初
演
こ
ま
つ
座
、
一
九
九

四
年
）
の
中
で
、
父
が
娘
の
前
で
一
席
ぶ
っ
て
み
せ
る
「
お
は
な
し
」
で
す
。

町
の
図
書
館
に
勤
め
る
娘
は
、
広
島
に
伝
わ
る
昔
話
を
お
年
寄
り
か
ら
聞
き
集
め

て
子
供
た
ち
に
話
し
て
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。
そ
こ

へ
横
か
ら
首
を
突
っ
込
む
父
。
生
ま
じ
め
な
娘
が
身
振
り
を
ま
じ
え
て
語
っ
て
み
せ

る
「
お
は
な
し
」
に
、
そ
れ
で
は
い
ま
ど
き
の
子
供
に
ウ
ケ
ま
い
、
と
父
は
け
ち
を

つ
け
、
子
供
た
ち
が
よ
く
知
る
「
一
寸
法
師
」
に
〈
原
爆
〉
を
混
ぜ
込
み
ア
レ
ン
ジ

し
て
み
せ
る
。
一
寸
法
師
の
と
っ
て
お
き
の
武
器
は
、
爆
風
で
一
瞬
の
う
ち
に
変
形

し
剣
山
の
よ
う
に
鋭
く
毛
羽
立
っ
て
し
ま
っ
た
〈
原
爆
瓦
〉、
と
い
う
具
合
に
。
ひ

ょ
う
き
ん
に
演
じ
て
い
る
父
の
様
子
が
次
第
に
鬼
気
迫
っ
て
い
く
。
あ
の
日
父
を
見

、
、
、

捨
て
て
被
爆
を
生
き
の
び
た
娘
は
、
激
し
く
動
揺
す
る
。

―

、
、
、

終
始
父
娘
二
人
の
掛
け
合
い
で
展
開
さ
れ
る
こ
の
戯
曲
は
宮
沢
り
え
と
原
田
芳
雄

の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
（
黒
木
和
雄
監
督
、
二
〇
〇
四
年
）。
原
田

扮
す
る
父
の
、
ロ
ン
グ
テ
イ
ク
に
よ
る
こ
の
「
一
寸
法
師
」
の
シ
ー
ン
が
圧
巻
で
す
。

と
こ
ろ
で
、〈
銃
後
〉
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
世
代
が
い
る
、
と
『
現

代
民
話
考
〔
第
二
期
〕
Ⅰ
』（
立
風
書
房
、
一
九
八
七
年
）
の
冒
頭
で
松
谷
み
よ
子
は
嘆

い
て
い
ま
す
。
当
時
は
戦
後
四
十
余
年
。
電
車
の
吊
り
広
告
に
「
銃
後
の
妻
た
ち
」

と
い
う
週
刊
誌
の
見
出
し
を
見
つ
け
、
ほ
う
、
と
思
っ
て
よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は
暴

力
団
の
妻
の
こ
と
だ
っ
た
。
唖
然
と
す
る
一
方
で
「
こ
れ
自
身
が
現
代
の
民
話
ね
」

と
可
笑
し
か
っ
た
、
と
松
谷
は
述
べ
て
い
ま
す
。『
現
代
民
話
考
』
は
〈
現
代
〉
を
生

き
る
人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
体
験
談
や
怪
談
等
の
〈
民
話
〉
を
集
め
る
シ
リ
ー
ズ

本
。
ち
な
み
に
こ
の
〔
第
二
期
〕
Ⅰ
巻
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
銃
後
」、
つ
ま
り
、
女

こ
ど
も
お
年
寄
り
に
よ
る
戦
争
の
語
り
を
中
心
に
集
め
た
一
冊
で
す
。〈
原
爆
〉
の
語

り
も
、
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
被
爆
直
後
の
広
島
の
街
な
か
で
、

し
き
り
に
長
い
帯
を
懐
に
お
さ
め
て
い
る
モ
ン
ペ
姿
の
老
婆
に
、
あ
る
人
が
「
お
ば

あ
さ
ん
、
帯
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
か
ら
早
く
逃
げ
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

老
婆
は
「
こ
り
ゃ
、
わ
し
の
は
ら
わ
た
で
が
ん
す
」
と
答
え
た
と
い
う
「
お
は
な
し
」。

笑
う
べ
き
か
神
妙
に
な
る
べ
き
か
、
被
爆
直
後
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実
で
す
。

い
ま
ど
き
の
ひ
と
に
ウ
ケ
な
い
？

よ
し
そ
れ
な
ら
ば
…
…
残
さ
れ
る
べ
き
「
お

は
な
し
」
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
し
た
た
か
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。（
内
田
友
子
）

二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
（
土
）
九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
第
三
一

回
研
究
会
に
は
約
二
〇
名
が
参
加
。

岡
村
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
な
ぜ
『
原

爆
の
図
』
第
四
部
以
降
の
絵
解
き
は
第
三

部
以
前
の
も
の
に
比
べ
て
極
端
に
短
く
な

っ
て
い
る
の
か
」
「
『
原
爆
の
図
』
の
成
立

過
程
に
お
い
て
芸
術
性
の
追
求
と
記
録
性

の
追
求
の
比
重
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
の
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

服
部
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
な
ぜ
八

四
年
に
長
崎
で
『
原
爆
の
図
』
展
が
開
催

さ
れ
た
の
か
」
「
八
四
年
の
長
崎
で
米
国
の

原
爆
投
下
責
任
を
問
い
直
す
動
き
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
の
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

第
三
一
回
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二
〇
〇
九
年
、
目
黒
区
美
術
館
の
正
木
基
学
芸
員
に
よ
っ
て
、
雪
の
降
る
建

物
の
前
に
二
人
の
青
年
と
約
三
十
人
の
子
ど
も
が
並
ぶ
集
合
写
真
が
発
見
さ
れ

た
。
一
九
五
二
年
一
月
に
三
菱
美
唄
炭
鉱
で
行
わ
れ
た
「
綜
合
原
爆
展
」
の
貴

重
な
記
録
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
美
唄
の
郷
土
史
家
・
白
戸
仁
康
の
調
査
に
よ
っ

て
、
三
菱
美
唄
炭
鉱
労
組
本
部
が
会
場
と
な
り
、
一
月
二
七
日
、
二
八
日
の
両

日
で
約
一
万
人
が
参
観
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
丸
木
俊
の
回
想
す
る
北
海
道
の
「
原
爆
の
図
展
」
は
、
一
九
五
一

年
秋
の
室
蘭
、
旭
川
、
秩
父
別
、
札
幌
、
函
館
だ
け
で
、
美
唄
に
触
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
観
た
展
覧
会
の
記
録
が
な
ぜ
残
っ
て
い
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
か
ら
、
『
北
海
道
新
聞
』
で
証
言
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
立

図
書
館
に
遺
さ
れ
た
元
北
大
教
授
の
「
松
井
愈
氏
資
料
」
の
存
在
を
教
え
ら
れ
、

一
九
五
二
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
全
道
二
九
会
場
の
巡
回
展
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
他
の
証
言
か
ら
は
、
画
家
の
濱
田
善
秀
、
元

国
鉄
職
員
の
吉
崎
二
郎
が
帯
同
し
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
巡
回

展
は
、
一
九
五
二
年
三
月
に
新
潟
で
は
じ
ま
っ
た
ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
、
野
々
下

徹
に
よ
る
《
原
爆
の
図
》
巡
回
展
と
二
カ
月
ほ
ど
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
。

そ
の
謎
を
解
い
た
の
は
、
当
時
三
菱
美
唄
炭
鉱
労
組
文
化
部
長
の
本
間
務
が

所
蔵
し
て
い
た
写
真
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
会
場
で
署
名
を
す
る
女
性
の
背
後

に
第
三
部
《
水
》
が
写
っ
て
い
た
が
、
丸
木
美
術
館
が
所
蔵
す
る
も
の
と
は
人

◇

研
究
発
表
１

発
掘
さ
れ
た
記
憶

―
１
９
５
２
年
『
原
爆
の
図
』
北
海
道
巡
回
展

岡
村

幸
宣

物
描
写
や
背
景
の
墨
の
流
し
方
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
た
。
実
は
《
原
爆
の
図
》

三
部
作
は
二
組
存
在
し
、
美
唄
に
展
示
さ
れ
た
の
は
も
う
ひ
と
つ
の
《
原
爆
の

図
》
だ
っ
た
の
だ
。

俊
は
、
一
九
五
〇
年
頃
、
《
原
爆
の
図
》
米
国
展
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
際

に
、
も
し
も
の
た
め
に
「
片
瀬
の
山
小
屋
の
住
人
」
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
〈
模
写
〉
を
制
作
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。
一
九
五
二
年
五
月
五
日
付
『
北

海
道
大
学
新
聞
』
に
「
赤
松
丸
木
両
氏
と
の
共
同
製
作
者
浜
田
氏
」
と
あ
る
の

で
、〈
模
写
〉
を
手
伝
っ
た
「
山
小
屋
の
住
人
」
は
濱
田
で
、
受
け
入
れ
側
も
〈
模

写
〉
と
承
知
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
北
海
道
か
ら
二
度

目
の
巡
回
の
申
し
出
が
来
た
際
、
丸
木
夫
妻
は
《
原
爆
の
図
》
を
託
す
こ
と
に

不
安
を
感
じ
、
濱
田
に
〈
模
写
〉
を
持
た
せ
た
の
だ
ろ
う
。
全
道
で
一
五
万
人

を
集
め
た
巡
回
展
の
記
録
が
残
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。

北
海
道
か
ら
戻
っ
た
〈
模
写
〉
は
、
一
九
五
二
年
夏
に
都
立
大
学
の
学
生
に

よ
っ
て
田
無
や
立
川
な
ど
で
展
示
さ
れ
た
。
当
時
の
学
生
は
、
「
〈
模
写
〉
に
つ

い
て
は
議
論
に
な
っ
た
。
原
爆
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
肯
定
派
、
傑
作

だ
か
ら
再
制
作
す
る
の
は
芸
術
家
と
し
て
問
題
と
い
う
否
定
派
に
分
か
れ
た
。

根
底
に
は
、
絵
の
質
が
落
ち
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
俊
も

「
ど
う
し
て
も
は
じ
め
の
絵
の
よ
う
な
迫
力
が
な
い
」
と
感
じ
、
〈
模
写
〉
は
や

が
て
門
外
不
出
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
四
年
に
丸
木
美
術
館
栃
木
館
が
開
館
す
る
と
、
〈
模
写
〉
は

丸
木
夫
妻
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
た
（
一
九
九
六
年
に
広
島
市
現

代
美
術
館
に
寄
贈
）
。〈
模
写
〉
と
呼
ぶ
の
が
適
当
な
の
か
、〈
再
制
作
・
加
筆
版
〉

と
呼
ぶ
べ
き
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
作
品
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
比
較
し
、
受
容
の

歴
史
を
た
ど
り
直
す
こ
と
で
、
《
原
爆
の
図
》
の
意
義
や
、
芸
術
性
と
記
録
性
の

問
題
な
ど
も
、
新
た
な
読
み
方
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。
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長
崎
に
お
い
て
「
原
爆
の
図
」
展
が
開
催
さ
れ
た
の
は
第
一
回
展
（
一
九
五

三
）
と
第
二
回
展
（
一
九
八
四
）
の
計
二
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は

そ
の
前
年
の
一
二
月
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
」
の
呼
び
か
け
に
よ

っ
て
「
長
崎
原
爆
乙
女
」
の
治
療
に
向
け
た
運
動
が
大
き
く
前
進
し
た
状
況
下

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
長
崎
に
お
け
る
被
爆
者
の
発
見
と
彼

ら
へ
の
救
済
が
長
崎
の
世
論
の
高
ま
り
と
共
に
、
多
く
の
賛
同
者
を
獲
得
し
て

行
っ
た
中
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。
一
方
、
後
者
は
一
九
八
〇
年
代
に
顕
著
で
あ

っ
た
一
連
の
巨
大
企
画
（
イ
ベ
ン
ト
）
の
嚆
矢
を
な
す
も
の
で
、
沖
縄
戦
の
悲
劇

か
ら
触
発
さ
れ
た｢

平
和
の
母
子
像｣

建
設
（
一
九
八
七
）
、｢
心
に
刻
む
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ィ
ッ
ツ
長
崎
展｣

（
一
九
八
九
）
と
続
い
て
開
催
さ
れ
る
企
画
（
イ
ベ
ン
ト
）
と

深
い
関
連
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

｢

原
爆
の
図｣

展
に
関
し
て
言
え
ば
、
第
一
回
展
と
第
二
回
展
と
は
大
き
な
違

い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
後
者
に
お
い
て
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・

キ
リ
ス
ト
者
が
当
時
の
長
崎
で
活
動
し
て
い
た
各
種
反
核
・
平
和
市
民
団
体
及

び
労
働
組
合
、
ま
た
各
種
宗
教
団
体
の
力
を
糾
合
す
る
勢
力
と
し
て
前
面
に
出

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、｢

原
爆
の
図｣

展
の
事
務
局
長
と
し
て
実
務
を
担

当
し
た
長
崎
銀
屋
町
教
会
小
林
正
直
牧
師
は
、
以
後
の
企
画
の
精
神
的
な
指
導

者
と
し
て
、
ま
た
実
質
的
な
企
画
・
運
営
に
直
接
関
わ
っ
た
担
当
者
と
し
て
登

場
す
る
。

◇

研
究
発
表
２

長
崎
の｢

原
爆
の
図｣

展

―
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
長
崎
の
反
核･

平
和
運
動

―服
部

康
喜

そ
も
そ
も
長
崎
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
会
及
び
そ
の
関
連
の
組

織
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
及
び
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）
に
と
っ
て
、
米
軍
支
配

（
広
島
・
長
崎
に
は
米
軍
の
直
接
統
治
機
関
と
し
て
軍
政
府
が
置
か
れ
て
い
た
）
は
決

し
て
歓
迎
さ
れ
ざ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
戦
中
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
弾

圧
か
ら
の
解
放
と
、
戦
後
の
軍
政
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
と
関
連
す
る
組
織

の
復
興
と
支
援
は
、
冷
戦
下
に
お
い
て
、
と
も
す
れ
ば
反
核
・
平
和
運
動
へ
の

取
り
組
み
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
に
は
原
爆
反
対
＝
反
米
と
い
う
要
素
が
ど
う
し
て
も
絡
ま
っ
て
来
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
そ
の
構
図
は
大
き
く
変
化
し
て

い
た
。

銀
屋
町
教
会
小
林
正
直
牧
師
が
、
長
崎
の｢

原
爆
の
図｣

展
開
催
に
向
け
て
大

き
く
歩
み
だ
し
た
背
景
に
は
、
彼
が
京
都
時
代
（
京
都
西
田
町
教
会
牧
師
）
か
ら

関
わ
っ
た
水
俣
病
訴
訟
支
援
が
原
点
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
の
原
点
は
戦
中
に

中
学
生
と
し
て
軍
国
主
義
教
育
を
徹
底
的
に
教
え
込
ま
れ
た
苦
い
体
験
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
戦
後
の
日
本
基
督
教
団
の
体
質
の
変
化

─

米
国
教
会
か
ら
の
豊
か
な
伝
道
資
金
の
提
供
と
伝
道
支
援
か
ら
米
国
教
会
か
ら

の
自
立
と
地
域
の
問
題
を
担
う
教
会
の
使
命
の
発
見

─
が
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
水
俣
─
沖
縄
─
長
崎
─
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ィ
ッ
ツ
を
結
ぶ
加
害
の
記
憶
と
抑
圧
さ

れ
た
者
、
犠
牲
に
な
っ
た
者
へ
の
共
感
と
忘
却
の
拒
否
と
い
う
信
仰
的
な
立
場

か
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た
市
民
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
組
織
の
違
い
を
超
え
た
多
く
の
長
崎
市
民
の

参
加
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
巨
大
イ
ベ
ン
ト
の
時
代
は
一
九
八
〇
年
代
を
も

っ
て
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。



- 4 -

第
三
一
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
（
土
）
一
四
時
よ
り

○

会
場

九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
中
会
議
室

○

研
究
発
表

発
掘
さ
れ
た
記
憶

―
１
９
５
２
年
『
原
爆
の
図
』
北
海
道
巡
回
展

岡
村

幸
宣

長
崎
の｢

原
爆
の
図｣

展

―
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
長
崎
の
反
核･

平
和
運
動

―

服
部

康
喜

「
原
爆
文
学
研
究
」
第
九
号
を
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
要
領
で
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

○

書
式

縦
書
き
、
二
九
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○

投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
一

〇
年
一
〇
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か
一
太
郎
）
を
添
付
し
て

の
投
稿
の
場
合
は
同
年
一
〇
月
末
日
。

○

発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、

一
〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○

投
稿
宛
先

〒
八
五
七
―
一
一
九
三

佐
世
保
市
沖
新
町
一
―
一

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

中
野
和
典
研
究
室

※
新
た
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
劇
的
朗
読
会
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
日
本
社
会
文
学
会
秋
季
大
会･

第
三
二
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

大
会
テ
ー
マ
「
原
爆
体
験
と
表
象
／
文
学

―
過
去
か
ら
の
呼
び
か
け
、
未
来

へ
の
語
り
な
お
し

―
」

日
本
社
会
文
学
会
と
の
共
催
に
つ
い
て

彙

報

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
九
号
原
稿
募
集

○

日
程

二
〇
一
〇
年
一
〇

月
二
・
三

日
（
土
・
日
）

○

会
場

広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
学
士
会
館
二
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

一
〇
月
二
日

一
二
時
四
〇
分
よ
り
（
※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
一
一
時
よ
り
）

○

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

劇
的
朗
読
会
「
慟
哭
―
広
島
、
あ
い
―
」
松
川

真
澄

○

研
究
発
表

〔
＊
コ
メ
ン
ト
〕

「
女
性
と
沈
黙

―
林
京
子
を
中
心
に
」

姜

東
星
〔
＊
野
坂

昭
雄
〕

「
小
説
か
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
か

―
核
時
代
の
表
象
と
大
江
健
三
郎

―
」

山
本

昭
宏
〔
＊
島
村

輝
〕

「
核
時
代
に
お
け
る
人
間
の
崩
壊
と
歴
史
の
再
生

―
堀
田
善
衞
『
審
判
』
試
論
」

矢
崎

彰
〔
＊
高
野

吾
朗
〕

「
主
体
の
ゆ
ら
ぎ

―
大
田
洋
子
「
山
上
」
を
中
心
に
」

中
野

和
典
〔
＊
山
口

直
孝
〕

○

講
演
「
肯
定
形
と
し
て
の
〈
原
爆
〉

―
占
領
期
の
い
く
つ
か
の
言
説

―
」

河
西

英
通

一
〇
月
三
日

九
時
一
〇
分
よ
り

○

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
原
爆
表
象
／
文
学
と
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」

・
基
調
報
告

「
誰
が
「
広
島
」
を
詠
み
う
る
か
？
」

松
澤

俊
二

「
見
な
か
っ
た
者
が
描
く
絵
画

―
非
目
撃
者
に
よ
る
原
爆
の
視
覚
的
表
象
」

加
治
屋

健
司

「
「
知
的
概
観
的
な
時
代
」
の
「
表
現
行
為
」
に
つ
い
て

―
三
島
由
紀
夫
を
視
座
と
し
て
「
加
害
」
と
「
被
害
」
を
考
え
る

―
」

柳
瀬

善
治

〔
司
会

深
津

謙
一
郎
・
水
川

敬
章
／
コ
メ
ン
ト

岩
崎

稔
・
加
納

実
紀
代
〕

発
行
元

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

〒
八
一
九
―
〇
三
九
五

福
岡
市
西
区
元
岡
七
四
四

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

波
潟
剛
研
究
室
内

tel/fax
092-802-5631

e-m
ailtnam

igata@
scs.kyushu-u.ac.jp
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